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劇場法の施行に後押しを受けるように，地域コ
ミュニティの文化拠点としての劇場は，市民を対
象とした様々なアウトリーチ・プログラム（普及・
活性化事業）を積極的に展開し始めています。一
方で新しい「中学校学習指導要領」が平成24年４
月から完全実施となり，中学１，２年次の男女が
共にダンスを必修で学習することになりました。

そこでダンスに関わるアウトリーチ・プログラ
ムの可能性を探るために，芸術家，劇場関係者，
教育者の方々に，次の３点の観点からお話をお伺
いました。①芸術家が社会的な役割を担うために
必要なことは何か。②劇場が芸術家と地域社会を
つなぐコーディネーターとしての役割を担うため
に必要なことは何か。③教育現場の抱えている課
題に対して芸術家が貢献し得ることは何か。

劇場におけるアウトリーチの意義　　柴田英杞
劇場を拠点として考えてみると，付近に住んで

いる人だけではなくて，劇場から遠く離れた所に
住む方々にも文化芸術を届けなければいけないわ
けです。公的資金を活用して運営している劇場に
は文化格差を縮めるということがアウトリーチの
効能としてあります。生活の中のアートと次世代
に対する芸術体験，子どもの感性を育むというこ
の三つがアウトリーチとしての効能だと整理して
います。

その中で結果として鑑賞者の育成にもつながっ
ているのかなと。無関心層に対してどう働きかけ
ていくかということをしない限り分母は大きくな
らない。舞踊は音楽や演劇に比べると鑑賞者が少
ないので鑑賞者育成にもアウトリーチは繋がって
いく。

アウトリーチを積極的にやっている重点劇場は
お客さんが徐々に増えてきていますね。法律をこ
れから我々が現場の中でどう活用していくかとい
うこと，それをどう我々が膨らませていくかとい
うことが重要なんじゃないかと思います。

法整備と劇場：翻訳すること　　横堀ふみ
劇場とは誰のものか，劇場の役割は何か，とい

うことを実践の中で見つけようと色々やってきま
したが，法律ができたことで私たちが今ここでや
ろうとしている事がもっと地域の方々に伝えやす
くなるだろうし，地方自治体の行政の方にももっ
と伝えることができる言葉が増えたと思います。
この劇場がこの街に必要であるということを，こ
の法律を通して，伝えるべき人に伝えることで動
き出さないといけないと思っています。

新長田という場所はいろんなところから来た
方々の集まった場所なので我々みたいなどこの誰
かもわからないような者も受け入れてくれるよう
な土壌でした。多様な価値やルーツをもつ人々と
対話をどのように行えるのか，とにかく聞くとい
うことが大事だと思います。根気よく聞いてひた
すら，何か聞き続けるというところから何か生ま
れてくるか。その上で自分たちがやりたいことも
もちろん話し合います。

あとは翻訳する能力も大事だと思います。同じ
ことを話すときでも学校で話されている言葉って
あると思うんですね。どういう言葉を使ったら一
番先生に伝わりやすいかということはまだ手探り
な状態ですが，色んな領域の方々と話すための言
葉のツールを，引き出しをたくさん持ってそれを
使い分けていくという，これは自分が今必要だと
思っているところです。

アウトリーチに重要なこと　　あべあか音
アウトリーチをするのであれば，まずは自分の

創りたいものだけを創るのではなく，対象となる
人たちが何を欲しているのかを考える工夫と忍耐，
現場における臨機応変な能力が必要です。ザ・プ
レイスの場合ですと講師を派遣する前に十分な
ミーティングを重ね，依頼先でまた事前の打ち合
わせをします。依頼した機関と依頼された機関の
間，アーティストの間に入ることが出来るのが劇
場だと思います。ディレクターはコミュニティダ
ンスのスペシャリストで，どんなアーティストを
派遣するか，派遣する前にはどういったトレーニ
ングをするか等にも気をつけています。

日本の教育の中では，ダンスを生徒に「踊らせ
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る」ことは多いと思うんですけど，鑑賞する力は
体育ではどのように育つのだろうかと疑問に思い
ます。イギリスでもダンスは体育の中で行われて
いるケースもありますが，現在はザ・プレイスや
ラバンセンターなどで，アートとしてのダンスの
研究が進んでおり，教え方がやはり体育とは異な
るということで，できたら「ダンスはアートとし
て教えましょう」という，今は過渡期のような感
じです。でも制約があるのは同じですね。

イギリスの子どものクリエイティブダンスのク
ラスでは，何を見たか，それを見てどう思ったか，
なぜ好きか，なぜ嫌いか等，お互いの意見をすり
あわせてまた次に進むというフィードバックにも
重点を置いています。鑑賞する力はダンスをアー
トとして学ぶと，ちょっとは違うんじゃないか
なって思います。

学校教育とアーティストを繋げる　　高橋和子
日本の小学校の体育45分授業の中でも，必ず見

て感想も聞くし，子供たちともボンボンやり合う
んですね。最初の授業では意見が出なくとも，自
分は動けなくても見る目はどんどん養われて，結
構シビアなことを言うようになります。

アウトリーチでは，地域にいる人で学校教育に
関わりたいという方々を，講座を開いて単位を取
らせています。どういうふうにしたら学校に受け
入れてもらえるか，スーツ着ていないとそれだけ
で門前払いされるとか，流儀がありますよね。そ
こをクリアすると何となく上手くいくということ
もあります。

学校の先生がちょっと動くと地域の芸術の方と
コミットして入りやすいっていうようなこともあ
りますが，個別では無理だと感じることも多いで
す。例えば人材バンクとか作り，教育委員会のあ
る窓口に行けばつなげてくれるみたいになれば，
学校現場としても，そこが推薦するんだから間違
いって安心できると思います。この人が大丈夫
だってことがわかるような安全なシステムを作る
には，教育委員会が一番の束ね役になると思いま
すので，教育委員会と劇場がタイアップするのが
良いと思っています。

新しい「中学校学習指導要領」について
ダンスだけが必修になったわけではなくて，体

操，器械運動，水泳やボールやダンス，中学校だ
と武道という６領域全部が必修になったわけです。
以前は選択制でしたが，義務教育の中でちゃんと
食べて欲しいモノを食べないうちに急に中学で選
択することが子どもの体験として良いのかという
議論があり，全部の領域を必修することになりま
した。

ダンスについては１，２年でリズム系とフォー
クダンスと創作ダンスから選択制になっています。

新しい「中学校学習指導要領」の文面の中では，
身体での関わりコミュニケーションという文言が
とても活きてきています。これは今の時代に要請
されているから，今とてもクローズアップされて
いるだと思うんです。

リズム系の講習会など行われていますが，それ
を学校に戻って先生が指導するとは思えません。
リズム系といっても別に定形はないし，リズムの
根源的なものを味わうことはすごく大事なことな
ので指導法が問題だと思っています。

体育の授業は年間105時間，週３回しかないの
ですが，そのうちダンスには年間10時間位，その
中で創作，リズム，フォークダンスを３つをやる
というバージョンと，１年生は創作，２年生はリ
ズム，３年生はちょっとフォークダンスをやって，
３年生で選択する場合にまず全てを経験してから
選択する等，様々に工夫はしていますが，国から
出すものとしては強制できないところがあります
ので，文科省にはモデルプランを提案したりして
頑張っています。
 
コーディネート人材育成の重要性　　柴田英杞

本日のパネリストの方々のようなコーディネー
ターを育てていくことが必要だと思います。それ
に尽きます。プログラム作りから各機関やアー
ティストとの調整等，考え方も言語も全然違う三
者が揃うわけですからコーディネートをできるよ
うな人材を輩出できるかが課題です。県立施設の
場合は，専門性と広域性が重要ですから，市町村
とそれぞれの関係をどうつないでいくのか，足り
ない点があったらどうサポートしていくのかとい
うことも必要だと思います。

公立の劇場や統括芸術団体がアーティストの人
材バンク的なものを整備していくことが求められ
るんじゃないかと。特に鑑賞事業と貸館事業を中
心に展開しているホールは，人もない財源もない
中で利用料金制度を活用して収益を得た財源を元
に事業を実施しているのが実態です。そこにコー
ディネーター人材を配置して，専門モデル型劇場
と中小規模館との連携が将来的に役割分担されて
いったら，さらに機能が増すと思います。

また，アーティストが参加することにより，アー
ティストの雇用にも繋がっていくということもあ
り得ると思います。人材育成と働く場のセッティ
ングをしてあげないとなかなか一本立ちできませ
んので，環境整備を制作的側面から考えていく必
要があると思います。例えば事業ごとでアーティ
ストが活躍できるような場をつくっていくことも
必要です。コーディネーター人材やプロデュー
サー人材がネットワークをつくり，事業を推進し
ていければ，場が広がるのではないかと思います。


